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１．はじめに  

 ストレートアスファルトを用いた開粒度混合物は、歩道舗装の表層に広く用いられている。その損傷形態は、植物の

根上がり等の外的要因もあるものの、少ない維持修繕頻度で長期間供用されるため材料劣化に起因した破損が多い。

透水性舗装表層の損傷は、排水性舗装の表層と同様に、バインダの骨材把握力不足から生じる破損形態である骨材

飛散１）２）が多く見られる。その原因として、改質アスファルトでなくストレートアスファルトが用いられるために初期強度が

小さいほか、劣化による脆化等の性能低下が考えられる。先に著者らは、

アスファルト被膜の屋外における劣化は紫外線によるものが支配的である

ことを確認３）しているが、舗装表面から表層内部にまで光の影響が及ぶ舗

装の場合には紫外線劣化の影響は一層大きく４）、その対策としてカーボン

ブラックの添加による舗装表面の耐候性向上が試みられている５）。 

 歩道用透水性舗装の耐久性向上策として、カーボンブラック（ＣＢ）による

舗装表面の材料劣化抑制に関する試験舗装も実施されている。本報では、

試験練りによるＣＢの添加量や製造出荷面の検討結果と、ス

トレートアスファルトを用いた開粒度混合物の紫外線劣化に

よる骨材飛散抵抗性について実験した結果を報告する。 

２．試験練りによるＣＢ添加量の検討  

 歩道用開粒度アスファルト混合物へのＣＢの適用性評価と

して、添加量や投入時期の検討や製造出荷上の課題確認

として、アスファルト混合所での試験練りを行った。 

 混合物の配合や使用設備は表-１に示す通りである。耐候

性改善の場合はＣＢの種類にはあまり影響しないためゴムか

ら再生したＣＢを使用し、添加率は既往の知見からアスファ

ルトに対して 0～6%の外割り添加とした。投入状況は写真-１

に示す通り通常のプラントミックス添加材と同様であり、今回

の試験ではバッチあたり数ｋｇである。 

 製造時の粉塵等の問題はなく、アスファルトの被覆状態等

の目視観察でも差異はみられなかった。練落し材の空隙率

は、16.9～17.7%であった。マーシャル試験結果は、いずれ

のＣＢ配合においても全ての基準値を満足し、安定度はＣＢ

添加率 2～4%で最大値を示した。 

 工事においてはＣＢ添加量を検査する必要があるため、練

落し材の抽出回収試験の適用性確認を行った。抽出後は、

写真-２に示すように、アスファルトは一様に黒色であるが、

微粒分ではＣＢ添加率に応じて色調に相違が見られた。そ

 

 

 

CB2%添加の場合

約 1.35kg/バッチ 

 

写真-１ カーボンブラック投入状況 

表-１ アスファルト混合物の配合と製造設備 

混合物種類 
開粒度アスファルト混合物

(13)[50](CB 混入) 

空隙率 12%以上 

使用アスファルト St.As. 60/80 

アスファルト量 4.5% 

CB 添加率（アスファルトに対して外割添加） 0, 2, 4, 6 % 

温度

管理

アスファルト温度 160±5 ℃ 

骨材加熱温度 170±10 ℃ 

目標混合温度 155±10 ℃ 

混合

条件

時間当たり生産量 75 t/h 

1 バッチ混合量 1500 kg 

混合時間
Dry 5 秒 

Wet 40 秒 

図-１ ＣＢ添加開粒混合物のマーシャル安定度 

      

写真-２ 溶剤抽出後試料と微粒分の色調 
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こで、可視吸光分析による定量分析を試みた。試験練り材と

室内調整した比較試料を、トリクロロエチレン中に 0.2g/L で

溶融分散させ測定した結果を図-２に示す。ＣＢ添加率が大き

くなるにしたがって吸光度は大きくなり、比較試料の値ともお

おむね整合している。図では 650nm（赤色光）の吸収測定結

果を示したが、この傾向は他の波長でも同様であった。今回

は限られた試験数であるが、ＣＢ添加率との相関性もみられ

ていることから、出荷されるアスファルト混合物中でのＣＢの分

散性も良好であると推測される。 

３．ＣＢ添加開粒度混合物の骨材飛散抵抗性  

 開粒度混合物へのＣＢ添加による紫外線劣化抑制効果の

検証として、キセノンランプによる促進紫外線劣化後の骨材

飛散抵抗性を、20℃でのカンタブロ試験により評価した。ＵＶ

劣化後のストレートアスファルトであることから、100 旋回落下

ごとに質量測定を繰り返して、規定の 300回まで測定した。図

-３に示すように、ＣＢ添加により劣化後の骨材飛散性能は向

上するが、最適な添加量の範囲があることがわかる。前述の

マーシャル性状でも同様な傾向が認められる。樹脂材料の耐

候性向上用途には 2.5%程度の添加率が多いようであるが、

今回の結果の範囲に一致している。 

 ＵＶ劣化後の供試体外周部アスファルトの評価として、カン

タブロ試験で飛散脱落した被覆骨材からアスファルト分を回

収し、ＤＳＲ試験を行った結果が図-４である。ＣＢ添加により

アスファルトの柔軟性は向上するが、最適範囲がみられる。 

４．まとめ  

 歩道用透水性舗装表層材へのＣＢ添加は、今回の検討で

はアスファルトに対して 2～3%の添加率が良いことがわかった。

本試験は、国道 50 号下館バイパスにおける試験舗装にとも

なって実施したものである。本報告では、試験練りと品質管理

に関わる試験と、練落し材を活用した耐久性試験を行い、そ

の適用可能性を確認した。今後、試験舗装にて現場での長

期耐久性を検証してゆく予定である。 
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図-２ 可視吸光によるＣＢ添加率の判定 

 

 

図-３ ＵＶ促進劣化後の骨材飛散抵抗性 

図-４ 飛散骨材被覆アスファルトのＤＳＲ性状 
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